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１ 地域の循環型社会形成を推進するための基本的な事項 

 
（１）対象地域 

    
   構成市名  小山市、下野市、野木町 
   面  積  276.44k ㎡ 

   人  口  251,278 人（平成 27 年 10 月 1 日現在） 

 

表 1 対象地域の内訳 

市 名 小山市 下野市 野木町 合計 

面積(k ㎡) 171.61 74.58 30.25 276.44 

人 口(人) 166,368 59,624 25,286 251,278 

    資料：栃木県毎月人口推計（10 月 1 日） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図 1 対象地域図 
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（２）計画期間 

 本計画は平成 29 年 4 月 1 日から平成 34 年 3 月 31 日までの 5 年間を計画期間とす

るが、目標の達成状況や社会経済情勢の変化等を踏まえ、必要な場合には計画を見

直すものとする。 

   なお、本地域では循環型社会形成を推進するため、廃棄物処理施設を順次整備する

計画である。地域計画は３期に亘り計画するものとし、本計画は第 2 期計画とする。 

 
表 2 地域計画期間と施設整備予定

 
 
（３）基本的な方向 

 小山広域保健衛生組合地域（以下、「本地域」という）は、栃木県南地域にあっ

て、首都東京の 60km 圏に位置しており、国道や鉄道が交わる東西・南北交通軸に恵

まれた利便性の高い立地にあることから、人口は増加傾向にあり、さらなる発展が期

待されている。 

 地域内のごみは、資源化に対する意識の向上などにより、ごみ量全体としては減少

傾向を示している。一方、東日本大震災をはじめとして平成 27 年 9 月に発生した関

東・東北豪雨のような大規模水害による災害廃棄物は増加傾向にある。地域の環境の

みならず、地球環境への配慮などから、より一層のリサイクルを推進するとともに、

災害廃棄物対策にも配慮する必要がある。 

 これらの状況から、本地域では、今後もごみの排出抑制に取り組んでいくととも

に、各市町のごみの排出量や地域の特徴などを踏まえ、「地域の相互連携と協力によ

る新しいごみ処理システムとそれらを可能とする新しい施設」を整備し、「より一層

のリサイクルを効率的・効果的に実施するとともに地域の環境をより良くしていくこ

と」とし、循環型社会の形成を目指す。 

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38

高効率ごみ発電施設（１期工事）

エネルギー回収推進施設（２期工事）

地域計画（第３期）

マテリアルリサイクル推進施設
（ストックヤード（下野））

下野市
マテリアルリサイクル推進施設
（リサイクルセンター）

北部清掃センター解体撤去

小山市

マテリアルリサイクル推進施設
（ストックヤード（小山））

施設の種類 設置場所
地域計画（第１期）

中央清掃センター解体撤去
（粗大ごみ処理施設）

中央清掃センター解体撤去
（１６０ｔ焼却施設）

マテリアルリサイクル推進施設
（ストックヤード（野木））

野木町
マテリアルリサイクル推進施設
（容リ法対象ビニプラ施設）

有機性廃棄物リサイクル推進施設
（生ごみ等リサイクル施設）

地域計画（第２期）



 

- 3 - 

 なお、現在、小山市、下野市の国分寺地区及び南河内地区、野木町から発生したご

みは小山広域保健衛生組合（以下、「本組合」という）で処理している。下野市の石

橋地区の剪定枝、プラスチック製容器包装、可燃系資源ごみについては、平成 28 年

度より本組合に搬入し処理している。また、びん・缶・ペットボトル・燃えないご

み・不燃ごみ・アスベスト含有家庭用品は、平成 31 年度より本組合に搬入し、新た

に下野市内に整備されるマテリアルリサイクル推進施設（リサイクルセンター）にて

処理する予定である。 

 

  ○分別区分の変更 

より一層の効率的・効果的なリサイクルを実施するため、施設整備と整合を図りつ

つ、本計画期間では資源系ごみの分別区分を変更する。 

 
Ｈ27 年度 
の区分 

変更後 
H28 年度～ 

変更後 
H31 年度～ 

変更の内容 対象 
市町 

燃やさないごみ
（ビニ・プラ） 

プラスチック製容器包装 
燃やさないごみ（ビニ・プラ）の対象範囲
を、容器包装リサイクル法に合致するよう
に変更する。 

小山市 
下野市 
野木町 

燃やすごみ 
可燃ごみ 

可燃ごみ 生ごみ等リサイクル施設の整備に合わせ、
本組合全体の燃やすごみ中の剪定枝を新
分別区分とする。 

小山市 
下野市 
野木町 剪定枝 

びん・缶・ペットボトル  
（混合）※ 

び ん ・ 缶  
（混合） 

「びん・缶・ペットボトル」の混合収集か
ら「ペットボトル」だけを別途収集する。 
また、燃えないごみとして処分されてい
る、飲料用以外のびんについても、既存の
「びん・缶」として分別収集する。 

小山市 
野 木 町
※下野市

は分別実

施済み 
ペットボトル 

燃えないごみ 
不燃ごみ 

不燃ごみ 飲料以外の缶については、「不燃ごみ」と
して分別収集する。 
水銀含有物は、有害物として分別収集す
る。 

小山市 
下野市 
野木町 

有害物   
（水銀含有
物） 

アスベスト含有家庭用品 小型家電製品 
現在の指定範囲を拡大し、小型家電の対象
品目に関しても収集対象とする。 

小山市 
下野市 
野木町 

 

  ○処理システムの変更 

可燃ごみは、焼却施設（１６０ｔ炉）と高効率ごみ発電施設（７０ｔ炉）で処理し

ているが、今後は焼却施設に代えて本計画で整備予定のエネルギー回収型廃棄物処理

施設（焼却施設）と高効率ごみ発電施設（７０ｔ炉）でエネルギー回収に重点を置い

た処理をする。 

資源化に適さないビニール・プラスチック等は、今後は高効率ごみ発電施設（７０

ｔ炉）とエネルギー回収型廃棄物処理施設（焼却施設）で処理する。 

プラスチック製容器包装は、南部清掃センターの容リ法対象ビニプラ施設（プラス

チック製容器包装処理施設）で処理する。 

剪定枝は、容リ法対象ビニプラ施設でチップ化するとともに、そのうちの一部と野

木町の生ごみとを併せて堆肥化処理する。 

 
（４）広域化の検討状況 

「栃木県廃棄物処理計画（平成 28 年３月策定）」における広域化の施設整備方針

との整合性を図りつつ、広域化について検討していく。 
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２ 循環型社会形成推進のための現状と目標 

 

（１）一般廃棄物等の処理の現状 

平成 27 年度の一般廃棄物の排出、処理状況は図 2 のとおりである。なお、図 2 に

示したごみ量は、小山市、下野市（国分寺地区、南河内地区）、野木町から排出された

一般廃棄物である。 

総排出量は、集団回収量も含め、74,379 トンであり、再生利用される「総資源化量」

は 23,119 トンで、リサイクル率（＝（直接資源化量＋中間処理後の再生利用量＋集

団回収量）／（排出量＋集団回収量））は約 31.1％である。 

中間処理による減量化量は 45,740 トンであり、集団回収を除いた排出量の約 63％

が減量されている。また、集団回収量を除いた排出量の約 8％にあたる 5,520 トンが

埋め立てられている。 

中間処理量のうち、焼却量は 52,456 トンであり、焼却による熱エネルギーは給湯

等に利用している。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

注：下野市（石橋地区）のごみは含まれていない。 
 

図 2 一般廃棄物の処理状況フロー（平成 27 年度） 
 
 

 

 

 

※リサイクル率：

t t

% %

t

%

t t t

% % %

t

%

t t

% %

31.1%

7.6

45,740

自家処理量 直接最終処分量 63.2 最終処分量

0 t
0 5,520

0.0

72,393 t
72,393 65,589 5,520

100.0 90.6 減量化量 7.6

19,849

排　出　量 計画処理量 中間処理量 27.4 処理後最終処分量

直接資源化量 処理後再生利用量

6,804 14,329

9.4 処理残さ量 19.8

集団回収量 総資源化量

1,986 t 23,119 t
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（２）一般廃棄物等の処理の目標 

本計画の計画期間中においては、廃棄物の減量化を含め、循環型社会の実現を

目指し、表 3 のとおり目標を定め、それぞれの施策に取り組んでいくものとする。

また、平成 34 年度における目標達成時の一般廃棄物等の処理フローは、図 3 のと

おりである。 
 

表 3 減量化、再生利用に関する現状と目標 

指  標 
現状（割合※１） 

（平成 27 年度） 

目標（割合※１） 

（平成 34 年度） 

排出量 

事業系 総排出量 

    １事業所当たりの排出量※２ 

家庭系 総排出量 

    １人当たりの排出量※３ 

合 計 事業系家庭系排出量合計 

14,962 

1.39 

57,431 

182 

72,393 

ﾄﾝ 

ﾄﾝ/事業所 

ﾄﾝ 

kg/人 

ﾄﾝ 

14,717 

1.36 

56,463 

166 

71,180 

ﾄﾝ    (-1.6%） 

ﾄﾝ/事業所(-2.2%) 

ﾄﾝ    (-1.7%) 

kg/人  (-8.8%) 

ﾄﾝ    (-1.7%) 

再生利用 
直接資源化量 

総資源化量 

6,804 

23,119 

ﾄﾝ    (9.4%) 

ﾄﾝ   (31.1%) 

8,566 

24,606 

ﾄﾝ     (12.0%) 

ﾄﾝ     (33.6%) 

熱回収量 熱回収量（年間の発電電力） － MWh 5,700 MWh 

減量化量 
中間処理による減量化量 

45,740 
ﾄﾝ  

（63.2%） 
46,461 ﾄﾝ     (65.3%) 

最終処分 埋立最終処分量 5,520 ﾄﾝ   ( 7.6%) 2,113 ﾄﾝ     ( 3.0%) 

注：平成 34 年度の排出量には、下野市（石橋地区）から排出される剪定枝、容器包装プラスチック、可燃系資

源物、不燃系資源物、不燃ごみ（アスベスト含有家庭用品含む）、粗大ごみを含んでいる。なお、１人当た

り排出量算出には下野市（石橋地区）の人口は含んでいない。 

※１ 排出量は現状に対する割合、その他は排出量に対する割合 

※２（１事業所当たりの排出量）＝｛（事業系ごみの総排出量）－（事業系ごみの資源ごみ量）｝/（事業所数） 

※３（１人当たりの排出量）＝｛（家庭系ごみの総排出量）－（家庭系ごみの資源ごみ量）｝/（人口） 

《指標の定義》 

 排 出 量：事業系ごみ､生活系ごみを問わず､出されたごみの量（集団回収量を除く） [単位：トン] 

   再生利用量：集団回収量、直接資源化量、中間処理後の再生利用量の和[単位：トン] 

 熱 回 収 量：熱回収施設において発電された年間の発電電力量[単位：MWh] 

 減 量 化 量：中間処理量と処理後の残さ量の差[単位：トン] 

最終処分量：埋立処分された量[単位：トン] 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

注：下野市（石橋地区）の剪定枝、プラスチック製容器包装、可燃系・不燃系資源物、不燃ごみ、粗大ごみ

を含んでいる。  
※リサイクル率＝総資源化量／（排出量＋集団回収量）  

図 3 目標達成時の一般廃棄物の処理状況フロー（平成 34 年度） 

※リサイクル率：
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t
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% %

33.6%

3.0

46,461

自家処理量 直接最終処分量 65.3 最終処分量

0 t
0 2,113

0.0

71,180 t
71,180 62,614 2,113

100.0 88.0 減量化量 3.0

16,153

排　出　量 計画処理量 中間処理量 22.7 処理後最終処分量

直接資源化量 処理後再生利用量

8,566 14,040

12.0 処理残さ量 19.7

集団回収量 総資源化量

2,000 t 24,606 t
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３ 施策の内容 

 

（１）発生抑制、再使用の推進 

ア ごみの有料化 

・公平なごみ処理費用の負担、排出者責任による処理を目指し、排出量に応じて

ごみ処理費用を負担する仕組みについて検討する。 

 

イ 環境教育、普及啓発の推進 

・ごみの排出状況や排出抑制の必要性など、ごみに関する情報を住民・事業者に

対して積極的に発信し、排出抑制の行動を促す。 

・住民・事業者が、ごみ処理の現状や課題を正しく理解した上で、自ら判断し積

極的に行動していくため、広報やホームページ等を活用した、情報の提供を行

っていく。 

・施設見学会を実施し、住民・事業者に向けたごみの分別やリサイクルに関する

ＰＲ活動を推進する。 

 

ウ 支援助成 

・住民団体等における資源物集団回収を支援するため、報奨金制度を継続する｡ 

・小山市、下野市では、生ごみ処理容器・生ごみ処理機の購入に対する補助を継

続し、生ごみの減量化・有効利用を促進する。 

 

エ レジ袋対策 

・レジ袋の使用削減に向けて、マイバッグ持参運動を推進する。買い物の際には

マイバッグを持参するなど、ごみとなるものを買わない、受け取らないように

小売業者や住民団体等と連携し、住民へ働きかけを行う。 

 

  オ 事業系ごみの発生抑制 

・事業系ごみの減量及び適正処理を図るために、多量排出事業者に減量、資源化

の協力を指導要請する。 

・ごみ搬入検査を実施し、更なるごみの排出抑制、分別の徹底及び適正な排出の

ため、搬入指導、強化を各清掃工場と協力して行う。 

・事業活動に伴って多量の一般廃棄物を排出する事業者に対して、一般廃棄物

の減量に関する計画を策定するよう指導を行っていく。 
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（２）処理体制  

  ア 家庭ごみの処理体制の現状と今後 

  分別区分及び処理方法は、表 4 のとおりである。 

現状、小山市、下野市（国分寺地区、南河内地区）、野木町から排出されるご

みは、本組合のごみ処理施設において処理しており、下野市（石橋地区）から排

出されるごみは、宇都宮市に委託して処理している。なお、平成 28 年度より下

野市（石橋地区）で排出される剪定枝、プラスチック製容器包装、可燃系資源ご

みについては、本組合にて処理している。 

可燃系ごみについて、小山市、下野市（国分寺地区、南河内地区）では、生ご

み、紙くず、プラスチック製容器包装以外のプラスチック類（以下、「プラスチ

ック製品等」）等を「可燃ごみ」として分別収集し、既存の中央清掃センターご

み焼却施設と新たに整備した高効率ごみ発電施設（中央清掃センター70ｔ焼却

施設）で処理をしている。なお、野木町では、可燃ごみから「生ごみ」を分別収

集し、生ごみ等リサイクル施設において堆肥化している。 

「プラスチック製容器包装」は分別収集し、南部清掃センターの容リ法対象

ビニプラ施設において選別・圧縮・梱包等の処理を行い資源化している。 

なお、下野市が独自に資源化していた小枝については、平成 28 年度から全市

町において「剪定枝」として分別収集し、南部清掃センターの容リ法対象ビニプ

ラ施設においてチップ等に加工し、一部は生ごみの堆肥化に利用するなどによ

り資源化している。 

不燃ごみ、粗大ごみは中央清掃センターの粗大ごみ処理施設で破砕・選別処

理し、金属類を資源化し、資源ごみはストックヤードに保管後、金属類を資源化

している。 

不燃系資源物は、資源化施設で中間処理後、金属類、ガラス、ペットボトルを

民間業者により資源化している。 

可燃系資源ごみ、有害ごみは、ストックヤードで一時保管後、民間業者によ

り、資源化及び処理委託している。 

今後、可燃ごみについては、既に整備した高効率ごみ発電施設と平成 35 年度

稼働予定で新たに整備するエネルギー回収型廃棄物処理施設でエネルギー回収

を図る計画である。なお、焼却残さについては全量資源化を目指していく。 

燃えないごみ、不燃系粗大ごみ、びん・缶、ペットボトルは、平成 31 年度以

降は、新たに整備するマテリアルリサイクル推進施設（リサイクルセンター）で

処理する計画である。 

紙類、布類等の可燃系資源ごみについては、各市、町にストックヤードを整備

し、一時保管後、民間業者に売却する。 

 

 

イ 事業系一般廃棄物の処理体制の現状と今後 

今後とも家庭系ごみの分別区分に準じ、収集、処分を行う。 
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ウ 一般廃棄物処理施設で併せて処理する廃棄物 

 本地域では、産業廃棄物の処理を行っていない。また、将来においても産業

廃棄物処理を行わない。 
 

 エ 今後の処理体制の要点 

 
 
 
 
 

◇第１期計画で整備済みの高効率ごみ発電施設（中央清掃センター70ｔ炉）、

容リ法対象ビニプラ施設（南部清掃センター）、生ごみ等リサイクル施設（南

部清掃センター）に加え、新たにエネルギー回収型廃棄物処理施設（中央清

掃センター140ｔ炉）、マテリアルリサイクル推進施設（リサイクルセンタ

ー）、ストックヤードを整備する。高効率ごみ発電施設、エネルギー回収型

廃棄物処理施設では、ごみの焼却に伴って発生する熱を積極的に回収し、発

電等に有効活用する。 

◇ストックヤードは、可燃系資源（古紙、古布）の保管場所として、各構成市

町に整備する。（野木町は第１期計画で整備済み、下野市は第２期計画、小

山市は第３期計画で整備する。） 

◇燃えないごみ、不燃系粗大ごみについては、マテリアルリサイクル推進施設

（リサイクルセンター）にて破砕・選別処理し、金属類の回収を図る。 

◇ びん、缶、ペットボトルの資源物については、マテリアルリサイクル推進

施設（リサイクルセンター）にて処理し、資源化する。 

◇ 乾電池・蛍光灯は、マテリアルリサイクル推進施設（リサイクルセンタ

ー）内のストックヤードに一時保管後、民間業者にて処理する。 

◇既存の焼却施設、高効率ごみ発電施設、新たに整備されるエネルギー回収型

廃棄物処理施設（中央清掃センター140ｔ炉）から排出される焼却残さは、

全量資源化を目指す。 
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と
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方

法
の

現
状

と
今

後
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（３）処理施設等の整備 

  ア 廃棄物処理施設 

    上記（２）の処理体制で処理を行うため、表 5 のとおり必要な施設整備を行

う。 

 

表 5 整備する処理施設 

事業

番号 
整備施設種類 事業名 処理能力 設置予定地 事業期間 

1 
マテリアルリサイ

クル推進施設 

リサイクルセンター（下

野）整備事業 
53.3t/日 

下野市下坪山

1632 番地他 
H29～H30 

2 
エネルギー回収型

廃棄物処理施設 

エネルギー回収推進施

設整備事業（2 期工事） 
140t/日 

小山市大字塩

沢 576-15 
H32～(H34） 

（整備理由） 

  事業番号 1：資源物の再生利用を促進する 

  事業番号 2：既存施設の老朽化、エネルギー回収を促進する 

 

（４）施設整備に関する計画支援事業 

 （３）の施設整備に先立ち、表 6 のとおり計画支援事業を行う。 

 

表 6 実施する計画支援事業 

事業 

番号 
事業名 事業内容 事業期間 

31 

エネルギー回収推進施設整備（事業番号２）に係

る生活環境影響調査事業 
生活環境影響調査 H29 

エネルギー回収推進施設整備（事業番号２）に係

る基本設計事業 
基本設計 H29 

エネルギー回収推進施設整備（事業番号２）に係

る事業者選定事業 

要求水準書の作成、

事業者選定 
H30～H31 

 

（５）その他の施策 

その他、地域の循環型社会を形成する上で、次の施策を実施していく。 

 

ア 再生利用品の需要拡大事業 

  堆肥の利用方法については、先進事例も参考にし、野木町における生ごみの

収集体制と本地域全体の堆肥利用方法を合わせて、今後、事業方式や地域全体

の堆肥の需要動向を踏まえ検討を進めていく。 

 

イ 廃家電のリサイクルに関する普及啓発 

  特定家庭用機器再商品化法（家電リサイクル法）、資源有効利用促進法に基づ

くリサイクルシステムの理解と、リサイクルの手順、関係する業者、引き取り

先等の周知を徹底するとともに、新たに制定された小型家電リサイクル法に基
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づく廃家電の回収に関する理解と周知に努める。 

 

ウ 再生利用品の有効活用 

  リターナブル製品や再生資源を利用した製品やエコマーク付きの商品の利用

など、グリーン購入を促進する。 

 

エ 不法投棄対策 

  ごみの不法投棄及び野外焼却等の不適正処理について、住民・事業者と連携

し、監視体制を強化していく。 

 

オ 災害時の廃棄物処理に関する事項 

  栃木県、本組合、各市町と共に災害時の協力体制、役割分担、施設の確保な

どについて検討し、対応策の充実を図っていく。 

  栃木県では、「栃木県災害廃棄物等の処理における市町村等相互応援に関する

協定」（平成２０年４月１日）があり、この協定を中心に近隣自治体と災害時の

連携を図っていく。 
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４ 計画のフォローアップと事後評価 

 

（１）計画のフォローアップ 

   本地域は、毎年、計画の進捗状況を把握し、その結果を公表するとともに、必要

に応じて、本地域、栃木県及び国と意見交換をしつつ、計画の進捗状況を勘案し、

見直しを行う。 

 

（２）事後評価及び計画の見直し 

  計画期間終了後、処理状況の把握を行い、その結果を取りまとめた時点で、速

やかに計画の事後評価、目標達成状況の評価を行う。 

  また、評価の結果を公表するとともに、評価結果を次期計画策定に反映させる

ものとする。 

  なお、計画の進捗状況、社会経済情勢の変化等を踏まえ、必要に応じ計画を見

直すものとする。 

 
 



 

 

 
－ 添 付 書 類 － 

 
○様式１：循環型社会形成推進交付金事業実施計画総括表１ 
○様式２：循環型社会形成推進交付金事業実施計画総括表２ 
○様式３：地域の循環型社会形成推進のための施策一覧 
○参考資料様式１：施設概要（リサイクル施設系） 
○参考資料様式２：施設概要（熱回収施設系） 
○参考資料様式６：計画支援概要 
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H
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縮
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回

収
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添付資料 1 人口、ごみ量等のトレンドグラフ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図4 人口とごみ量の推移 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ H26・H27 の総資源化量には高効率ごみ発電施設稼働までの臨時措置として、野木町の可燃物

ごみ（RDF)を外部事業者等でサーマルリサイクルしている分を含む。 

 
図5 資源化量と排出量に対する資源化量割合の推移 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図6 排出量・資源化量・最終処分量の推移 
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添付資料 2 計画地域内の施設の状況（現況、予定） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
            
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図7 計画地域内の施設の状況（現況、予定） 
 
 

                 凡例     ：現況 
 

    ：地域計画（2期）平成 29年度～平成 33年度 
 

：地域計画（3期）平成 34年度～平成 38年度 

  

● 
中央清掃センター 
・焼却施設（160ｔ炉） 
・高効率ごみ発電施設（70ｔ炉） 
・粗大ごみ処理施設 
・ビニプラ圧縮施設 
・ストックヤード（可燃系資源
物） 

（石橋地区） 

（国分寺地区） 
（南河内地区） 

小山市 

野木町 

下野市

中央清掃センター 
・エネルギー回収推進施設（140t
炉） 

● 

・ストックヤード（下
野） 

● 南部清掃センター 
・生ごみ等リサイクル施設 
・容リ法対象ビニプラ（含むチップ化）施

設 
・ストックヤード（野木） 

・リサイクルセンター 
 

・ストックヤード（小山） 

● 

北部清掃センター（焼却施設） 
Ｈ２９～３０解体撤去 
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様式 3 
地域の循環型社会形成推進のための施策一覧 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

開
始

終
了

平成
29年度

平成
30年度

平成
31年度

平成
32年度

平成
33年度

11 ごみの有料化
排出量に応じてごみ処理費用を
負担する仕組みの検討

小山市、下野
市、野木町

29 33

12
環境教育、普及啓発の
推進

ごみに関する情報の提供、施設
見学会をとおして啓発

小山市,下野市,
野木町,組合

29 33

住民団体等が実施する集団回収
への支援

小山市,下野市,
野木町

29 33

生ごみ処理容器等の購入助成 小山市,下野市 29 33

14 レジ袋対策
レジ袋の削減に向けたマイバッ
ク持参運動の推進

小山市,下野市,
野木町

29 33

15 事業系ごみの発生抑制 事業者への減量化指導
小山市,下野市,
野木町,組合

29 33

21
不燃系資源ごみの分別
区分の変更

「びん・缶」と「ペットボト
ル」を分別して収集する

小山市,野木町 29 30 関連事業1

22
燃えないごみ、不燃ご
みの対象品目の変更

飲料用以外の「缶」は不燃物、
「びん」は資源物として分別収
集。

小山市,下野市,
野木町

29 30 関連事業1

23 水銀含有廃棄物の回収
水銀含有物は、有害物として分
別収集。

小山市,下野市,
野木町

29 30 関連事業1

24 小型家電製品の回収
アスベスト含有家庭用品に加
え、小型家電リサイクル法対象
品の回収を推進する

小山市,下野市,
野木町

29 30 関連事業1

1
リサイクルセンター
（下野）整備事業

不燃ごみ、不燃系資源等の処理
施設の整備

組合 29 30 ○
関連事業
21～24

2
エネルギー回収型廃棄
物処理施設整備事業

可燃ごみ処理施設の整備 組合 32 (34) ○
　　関連事
　　業31

31
エネルギー回収型廃棄
物処理施設整備に係る
事業

生活環境影響調査、基本設計及
び事業者選定等

組合 29 31 ○ 関連事業2

その他 41 再生利用品の需要拡大 堆肥利用方法の検討 組合 29 33

42
廃家電のリサイクルに
関する普及啓発

廃家電・パソコン・小型家電の
リサイクルに関する周知

小山市,下野市,
野木町,組合

29 33

43 再生利用品の有効活用 グリーン購入の促進
小山市,下野市,
野木町,組合

29 33

44 不法投棄対策
住民・事業者と連携した監視体
制の強化

小山市,下野市,
野木町,組合

29 33

45 災害廃棄物の対策
災害時に発生する廃棄物の処理
体制を確保する。

小山市,下野市,
野木町,組合

29 33

※　処理施設の整備に係る事業番号については、計画本文３（３）表5、（４）表6に示す事業番号及び様式2の事業番号と一致している。

施設整
備に係
る計画
支援に
関する
もの

処理施
設の整
備に関
するも
の

処理体
制の構
築、変
更に関
するも
の

施策
種別

事業
番号
※１

施策の名称等 施策の内容 実施主体

事業期間
交付期間

交付
金

必要
の

事業計画

備　考

発生抑
制、再
使用の
推進に
関する
もの

13 支援助成

継続実施

継続実施

継続実施

継続実施

周知徹底

継続実施

継続実施

災害時の廃棄物処理体制の確保

継続実施

継続実施

周知徹底

建設工事（H34まで）

建設工事

継続実施

周知徹底

事業者選定支援

継続実施

生活環境影

周知徹底

基本設計
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【参考資料様式１】 

施設概要（リサイクル施設系） 
都道府県名 栃木県 

(1) 事業主体名  小山広域保健衛生組合 

(2) 施設名称  リサイクルセンター 

(3) 工期  平成 29 年度 ～ 平成 30 年度 

(4) 施設規模  53.3 ｔ／日  （ストックヤード ： 120 ㎡） 

(5) 処理方法  破砕・選別・圧縮 

(6) 地域計画内の役割 

地域内で発生する不燃ごみ、粗大ごみ、不燃系資源物、有害ごみ中間処

理を行いリサイクルを推進する。ただし、ストックヤードは下野市内で発

生する古紙類等の可燃系資源物のリサイクルを推進する。 

(7) 廃焼却施設解体工事 

   の有無 
   有    ○無  

 

｢ストックヤード｣を整備する場合 

(8) ストック対象物  新聞紙、ダンボール、牛乳パック、雑誌、雑紙、衣類・古布 

 

(9) 事業計画額 ３，５６０，０００ 千円 
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【参考資料様式２】 

施設概要（熱回収施設系） 

        都道府県名 栃木県 

(1) 事業主体名 小山広域保健衛生組合 

(2) 施設名称 エネルギー回収型廃棄物処理施設 

(3) 工期 平成32年度 ～ （平成34年度） 

(4) 施設規模 140 t/日 

(5) 形式及び処理方法 全連続燃焼式 

(6) 余熱利用の計画 
１．発電の有無       ○有 (発電効率  16.5 ％以上  )  ・  無 

２．熱回収の有無      ○有 (熱回収率  未定  )  ・  無 

(7) 地域計画内の役割 環境負荷の低減、ごみの減容化、サーマルリサイクルの推進 

(8) 廃焼却施設解体 

  工事の有無 
   有     ○無 

 

「灰溶融施設」を整備する場合 

(9) スラグの利用計画 － 

 

(10) 事業計画額 ９，４５０，０００ 千円 （総事業費 １２，６００，０００千円） 
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【参考資料様式６】 

計 画 支 援 概 要 

都道府県名 栃木県 

 

(1)事業主体名 小山広域保健衛生組合 

(2)事業目的 エネルギー回収推進施設整備のため 

(3)事業名称 エネルギー回収推進施設整備に係る生活環境影響事業 

(4)事業期間 平成 29 年度 

(5)事業概要 生活環境影響調査 

 

(6)事業計画額   ３８，０００ 千円 

 

(1)事業主体名 小山広域保健衛生組合 

(2)事業目的 エネルギー回収推進施設整備のため 

(3)事業名称 エネルギー回収推進施設整備に係る基本設計事業 

(4)事業期間 平成 29 年度 

(5)事業概要 基本設計 

 

(6)事業計画額 １２，０００ 千円 

 

(1)事業主体名 小山広域保健衛生組合 

(2)事業目的 エネルギー回収推進施設整備のため 

(3)事業名称 エネルギー回収推進施設整備に係る事業者選定事業 

(4)事業期間 平成 30 年度～平成 31 年度 

(5)事業概要 事業者選定事業（要求水準書作成含む） 

 

(6)事業計画額 ３０，０００ 千円 
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現有施設の概要 

 

施設名 
事業 

主体 
所在地 施設種別 処理対象物 処理能力 

竣工 

年月 

中央清掃センター 組合 小山市 ごみ焼却施設 燃えるごみ 

可燃系粗大ごみ 

160ｔ/24ｈ S61.3 

高効率ごみ発電施設  70ｔ/24ｈ H28.9 

粗大ごみ処理施設   H8.9 

破砕圧縮設備 不燃系粗大ごみ 

不燃ごみ 

45ｔ/5ｈ 

資源化設備 不燃系資源ごみ 40ｔ/5ｈ 

ビニ･プラ圧縮設備 ビニール・プラスチ

ック 

24ｔ/8ｈ 

ストックヤード 可燃系資源ごみ 82 ㎥ × 4 H8.9 

南部清掃センター 組合 野木町 生ごみ等リサイクル施設 生ごみ 4.1ｔ/日 H28.3 

容リ法対象ビニプラ（含む

チップ化）施設 

プラスチック製容

器包装・剪定枝 

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ 21ｔ/日 

チップ   9.4ｔ/日 

ストックヤード 可燃系資源ごみ 497 ㎥ 

 

 
  

別添資料１ 
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